
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 実施日  令和７年 11月 21日（金） 

時 間    15時 00分 ～ 17時 00分 

 

○ 会 場  発寒にこりんこども園 ホール    

 

○ 参加者  小学生 中学生 大学生 社会人 全幼研会員 （計 42名） 

 

○ 講 師  東京理科大学 栄誉教授     

       公益社団法人 全国幼児教育研究協会 理事 秋山 仁 氏 

 

○ 内 容  「数学特別教室 

〜数学ができるようになるのではなく数学が好きになることが大切〜」 

 

＜数学がもとになっているマジック＞ 

＊二重風船割りマジック・・・結石の治療に応用 

 

 

 

 

 

  

 

＊恋占いマジック・・・メビウスの輪 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 全幼研ワクワクプロジェクト研修会報告書 
主催 公益社団法人 全国幼児教育研究協会 
 

「子どもの数だけ〝夢〟があり夢の数だけ〝明日〟がある」 

道央支部        

 

右の画像のように、大きい風船の中に小さい風船が入っ

た 2重風船があります。どちらの風船も中に空気を入れて

ふくらんだ状態です。 

さて、大きい風船を割らずに、中に入っている小さい風

船を割るにはどのようにしたら良いのでしょうか？ 

マジックをお見せしましょう。 

 

赤とピンクの十文字の紙テープでメビウスの輪をつくり、赤とピンクのそれぞれの紙テープ

を中心線に沿ってハサミで切って二等分にすると、不思議なことが起こるマジックです。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊誤り修正マジック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

○まとめ 

冒頭で「数学の楽しさを感じてほしい」というお話があり、その通りの楽しいワークショップとなっ

た。たくさんの教材をご準備いただき、実技を交えながらのお話は興味深く、小学生から大人まで幅広

い年齢層の出席者が、終了後に「楽しかった」と話していた。 

数学がいろいろな物事の基礎になっていることを知り、不思議さや面白さを感じることができた。ま

た、先生のバイタリティに驚かされ、元気をいただく時間にもなった。 

＊参加者感想 

・楽しくて、あっという間に時間が過ぎました。 

・もっとお話を聞いてみたかったです。 

・秋山先生の放送番組は、子どもの頃からずっとテレビで見たり録画したりして見ていました。 

・お話が分かりやすかったですが、よく考えるとその場だけではなく奥が深いと思いました。 

マジシャンは、相手に 1～15の中の数を 1つ選ばせます。このとき、マジシャンは目隠しをして 

相手の選んだ数は見えないようにします。 

 次に、マジシャンは、それぞれ 8 個の数が書かれた 7 枚のカード①～⑦を１枚ずつ相手に見せて、

各カードに選んだ数があるかどうかを、相手に答えてもらいます。ただし、答える人（相手）は、どれ

か 1枚のカードでウソをつくものとします。マジシャンは、相手が選んだ数とウソをついたカードの色

をズバリ当ててみせるというマジックです。 


